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P 2　　　 　 令和4年3月定例会
P 4 ～P10　  一般質問
P11～P12　 委員会報告
P13～P14 議案・請願等の議決結果
P14　　　　 編集後記

ドキドキわくわくの入学式！
　４月11日，市内の小学校で入学式が行われました。感染症対策がとられ，最小限の人数で式が執り行われる中，子ども
たちの元気な声が体育館に響き渡りました。（写真は走潟小学校）※撮影時のみマスクを外しております。



2うと市議会だより　第77号

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
12
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
３
，６
９
３
万
６

千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
３
３
億
８
，３
５
８

万
３
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
の
増

額
補
正
。

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
13
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
，６
４
７
万
６

千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
３
７
億
５
万
９
千
円

と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
低
所
得
者
世
帯
給
付

金
支
給
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
（
追
加
接
種
分
）、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業
の
増
額

補
正
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
宇
土
市
消
防
団
員
の
出
動
報
酬
を
新
た
に
規

定
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

　消
防
団
員
が
災
害
に
係
る
任
務
、
訓
練
研
修
、

予
防
警
戒
等
の
業
務
に
従
事
し
た
際
に
、
出
動

報
酬
と
し
て
、
１
回
当
た
り
２
，
２
０
０
円
を

支
給
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
に
係
る
任
務
に
限
り
、

従
事
し
た
時
間
に
応
じ
て
次
の
額
を
支
給
す
る
。

・
４
時
間
以
上
８
時
間
未
満
の
場
合
→
４
千
円

・
８
時
間
以
上
の
場
合
→
８
千
円

【
施
行
日
】

　令
和
４
年
４
月
１
日
（
施
行
日
以
後
の
出
動

分
と
し
て
支
給
す
る
報
酬
に
つ
い
て
適
用
）

◆
宇
土
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介

護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び

雇
用
保
険
法
の一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
職
員
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
非
常
勤
職
員
に
係
る
育
児
休
業
及
び
部
分
休

業
の
取
得
要
件
の
う
ち
、「
引
き
続
き
在
職
し

た
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
」
と
す
る

要
件
を
廃
止
す
る
。

・
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整

備
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

【
施
行
日
】

　令
和
４
年
４
月
１
日

◆
宇
土
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

　特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
事
業
者
等
に
お
け
る
書
面
等
の
作
成
、
保
存

等
に
つ
い
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
対
応
も
可

能
で
あ
る
旨
を
規
定
す
る
。

・
保
護
者
等
へ
の
説
明
等
の
う
ち
、
書
面
等
で
行

う
も
の
及
び
書
面
等
で
行
う
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ

る
対
応
も
可
能
で
あ
る
旨
を
規
定
す
る
。

【
施
行
日
】

　公
布
の
日

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
14
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
，３
０
１
万
８

千
円
減
額
し
、
総
額
を
２
３
２
億
２
，７
０
４

万
１
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業（
修
繕
）、
小
規
模
企
業

者
事
業
継
続
対
策
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
分
）
の
減
額
補
正
。

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
15
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
８
万
２
千
円
増
額

し
、
総
額
を
２
３
２
億
３
，０
２
２
万
３
千
円

と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
ア
サ
リ
等
緊
急
対
策

資
金
事
業
の
増
額
補
正
。

◆
財
産
の
取
得

　予
定
価
格
２
，０
０
０
万
円
以
上
で
、
１
件

５
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
の
取
得

に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
取
得
す
る
財
産
】

　土
地

【
取
得
の
方
法
】

　随
意
契
約

【
取
得
価
格
】

　３
，４
９
７
万
４
９
０
円

【
取
得
面
積
】

　５
，２
４
７
．５
７
平
方
メ
ー
ト
ル

【
契
約
の
相
手
方
】

　個
人
７
人
、
法
人
１
者

令和4年 ３月定例会 
　3月定例会を2月15日から3月3日まで， 17日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として， 宇土市総合計画策定審議会設置条例の一部改正など条例関係11件， 令和4年
度宇土市一般会計予算など予算関係18件， 専決処分の報告及び承認2件， その他5件， 議員提出議案と
して宇土市議会委員会条例の一部改正など2件が上程され， いずれも原案のとおり決定しました。
　議案の主な内容は下記のとおりです。 なお， 各委員会での審査内容は11～12ページに, 議決結果
は13～14ページに記載しています。



3 令和 4 年 5 月 1 日

　　

◆令和４年度宇土市一般会計当初予算（概要）
　令和4年度当初予算は,　4月に市長選挙を控えていたため,義務的経費が中心の「骨格予算」として編成して
あります。
　予算総額は190億1,000万円で,前年度当初予算と比較すると,金額で4億6千万円の減額となっています。

費　目
（歳出概要）

予算額
（単位：千円）

歳出の主なもの

議 会 費 178,130 
（176,395） 議会運営に伴う経費

総 務 費 4,078,679
（4,992,315）

地方バス路線維持対策事業経費,庁舎建設事業経費,自治活動支援
経費,ふるさと宇土応援基金経費,情報管理費一般経費,賦課徴収
一般経費

民 生 費 7,265,102
（7,035,725）

生活保護扶助経費,障害者福祉サービス事業経費,介護保険特別会
計繰出金,子どものための教育・保育給付事業,児童手当費,後期
高齢者医療広域連合負担金

衛 生 費 1,039,087
（939,280）

乳幼児学童定期予防接種事業,がん検診等各種健診事業,宇城広域
連合負担金［宇城クリーンセンター］,清掃収集業務経費,廃棄物減
量化対策経費

農林水産業費 872,839
  （994,276）

農地・水・農村環境保全向上活動支援事業,船場川湛水防除事業,
宇土南部２期農免農道整備事業経費,水産物供給機能保全事業,漁
村再生交付金事業

商 工 費 270,372
（158,910）

小規模経営支援累進給付金事業［新型コロナ対策分］,干潟景勝地展
望広場整備事業,自然公園整備事業　

土 木 費 712,001
 （1,243,600）

道路維持一般経費,河川総務一般経費,社会資本整備総合交付金事
業［公営住宅ストック総合改善事業］,下水道事業経営支援補助金

消 防 費 673,261
（639,848） 宇城広域連合負担金［消防費］,消防団経費,避難所強化事業

教 育 費 1,449,399
（1,347,717）

学校ＩＣＴ環境整備事業［新型コロナウイルス対策分］,特別支援教
育事業［幼・小・中］,就学援助経費［小・中］,学校施設管理経費［小・
中］,給食センター施設管理費

災 害 復 旧 費 36,729
（28,953）

震災対策事業［財政課分］,令和２年７月豪雨災害対策経費［史跡宇
土城跡保存整備事業］

公 債 費 2,384,400
（1,882,980） 元金,利子

諸 支 出 金 1
（1） 普通財産取得費

予 備 費 50,000
（30,000） 予備費

※各予算の（　　）内は，令和 3年度当初予算額

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
14
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
，３
０
１
万
８

千
円
減
額
し
、
総
額
を
２
３
２
億
２
，７
０
４

万
１
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業（
修
繕
）、
小
規
模
企
業

者
事
業
継
続
対
策
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
分
）
の
減
額
補
正
。

◆
令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
15
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
８
万
２
千
円
増
額

し
、
総
額
を
２
３
２
億
３
，０
２
２
万
３
千
円

と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
ア
サ
リ
等
緊
急
対
策

資
金
事
業
の
増
額
補
正
。

◆
財
産
の
取
得

　予
定
価
格
２
，０
０
０
万
円
以
上
で
、
１
件

５
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
の
取
得

に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
取
得
す
る
財
産
】

　土
地

【
取
得
の
方
法
】

　随
意
契
約

【
取
得
価
格
】

　３
，４
９
７
万
４
９
０
円

【
取
得
面
積
】

　５
，２
４
７
．５
７
平
方
メ
ー
ト
ル

【
契
約
の
相
手
方
】

　個
人
７
人
、
法
人
１
者

令和４年度予算総額　309 億 999 万 1 千円
一般会計　　　　　　190 億 1,000 万円      （194 億 7,000 万円）
特別会計（６会計）　　90 億   373 万 2 千円（ 88 億 5,210 万 1 千円）
企業会計（２会計）　　28 億 9,625 万 9 千円 （  27 億 7,077 万 1 千円）
※企業会計は，収益的支出と資本的支出の合計　※各予算の（　　）内は，令和３年度当初予算額　
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令和４年３月宇土市議会定例会  一般質問一覧表

発言順 氏　　名 質問事項（大項目） 掲載ページ

１ 樫 﨑　 政 治
⑴ 介護施設における感染症対策について
⑵ 歯科保健対策について ５

２ 野 口　 修 一

⑴ 景観と自然維持
⑵ 産業支援
⑶ 木材から見たSDGs
⑷ 網津校区インフラ整備

６

３ 芥 川　 幸 子

⑴ デジタル分野での女性の就労支援について
⑵ マイナンバーカード交付申請等の手続き支援について
⑶ 市民へのSDGｓの周知・啓発の推進について
⑷ 産後ケア事業の拡充について

７

４ 福 田　 慧 一

⑴ 新型コロナウイルスオミクロン株の感染防止対策について
⑵ 被災したコミュニティ施設復旧支援事業の利用状況について
⑶ 小中学校における新聞の配備について
⑷ 保育所，学童保育の利用状況と職員の処遇改善について

８

５ 今中　真之助
⑴ 新型コロナウイルスについて
⑵ 空き家対策について ９

６ 宮 原　 雄 一
⑴ 農・漁業者向けの支援について
⑵ 機能別消防団員について １０

※上記質問事項については，一部記事として掲載されていない場合もあります。
※上記QRコードから，定例会の録画映像を視聴できます。

ピックアップ

オンラインによる方法で，委員が
委員会へ参加することが可能に !
　３月定例会において，宇土市議会委員会条例の一部改
正及び宇土市議会会議規則の全部改正を行いました。
　これは，重大な感染症のまん延防止又は災害等の発生
等のやむを得ない事由により委員が委員会の開会場所に
参集することが困難であると委員長が認める場合に，委
員がオンラインによる方法で委員会に参加でき，かつ，出
席委員として扱うことができるよ
うにするため，条例及び会議規則
を改正するものです。

　第１回市議会臨時会を3月24日に開催
しました。

　臨時会では，市長提出議案として，専決
処分の報告及び承認1件，議員提出議案と
してロシアによるウクライナ侵攻に関し平和
的解決をはじめ邦人の安全確保と我が国へ
の影響対策を求める意見書
の1件が上程され，いずれも
原案のとおり決定しました。

令和４年 
第１回 臨時会



一般質一般質 問

5 令和 4 年 5 月 1 日

歯科保健対策について

歯
科
保
健
対
策

問  

全
国
的
に
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯

数
は
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本

市
の
歯
科
保
健
対
策
の
現
状
は
。

答  

乳
幼
児
で
は
、
保
護
者
に
早
い

段
階
で
口
腔
ケ
ア
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
、
乳
歯
が
生
え
始
め
る
６

か
月
児
健
診
で
歯
科
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
も
健
診
時
に
、
歯
科
指

導
や
希
望
者
へ
の
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
乳
幼
児
の

む
し
歯
有
病
者
率
が
県
平
均
に
比
べ

高
い
の
は
、
断
乳
時
期
が
遅
い
こ
と
等

が
要
因
で
あ
り
、
実
情
に
あ
っ
た
保
健

指
導
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
次
に
、
小
中
学
校
の
取
組
で
は
、

歯
磨
き
習
慣
の
家
庭
へ
の
啓
発
に
加

え
、
歯
科
衛
生
士
等
を
派
遣
し
て
の

歯
科
保
健
教
室
や
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施
等
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
毎
年
、
健
康
診
断
時
に
歯
科
検

診
を
実
施
し
て
い
る
。

�

（
健
康
福
祉
部
長
）

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
と
8
0
2
0
運
動

問  

口
内
環
境
が
全
身
の
健
康
に
与
え

る
影
響
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
口
内
の

健
康
を
維
持
管
理
す
る
オ
ー
ラ
ル
ケ

ア
に
つ
い
て
本
市
の
取
組
は
。

答  

高
齢
受
給
者
証
交
付
式
の
際
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
機
能
の
維

持
向
上
の
講
話
と
健
口
体
操
を
実
施

し
て
い
た
が
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
し
て
い
る
。
代
わ
り
に

保
険
証
の
郵
送
時
に
資
料
を
同
封
し
、

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
介
護
予
防
と
保
健
事
業
の
一
体
的

実
施
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

一
環
で
高
齢
者
向
け
の
啓
発
用
の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
で
の
配
布
や
健
康
相
談
時
に
活
用

し
て
い
る
。�

�

（
健
康
福
祉
部
長
）

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
歯

科
口
腔
健
康
診
査
　

問  

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

（
宇
土
、
み
ら
い
）

樫
㟢

　政
治

　議
員

を
対
象
と
し
た
歯
科
口
腔
健
康
診
査

の
実
施
状
況
は
。

答  

被
保
険
者
に
対
す
る
歯
科
口
腔

健
康
診
査
事
業
の
受
診
率
は
１
％
に

満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
受
診
率
向

上
の
た
め
、
8
月
の
保
険
証
更
新
の

一
斉
送
付
時
に
啓
発
の
た
め
歯
科
健

診
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
同
封
し
た
と

こ
ろ
、
受
診
券
発
行
数
が
増
加
し
た
。

今
後
も
周
知
及
び
啓
発
を
進
め
て
い

く
。�

（
健
康
福
祉
部
長
）

特
定
健
診
に
歯
科
口
腔
健
康

診
査
の
追
加
を
　

問  

特
定
健
診
時
に
歯
科
口
腔
健
康

診
査
を
合
わ
せ
て
実
施
で
き
な
い
か
。

答  

集
団
特
定
健
診
の
委
託
先
で
は

歯
科
健
診
の
実
施
は
し
て
い
な
い
が
、

市
内
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
に
委
託

し
て
い
る
個
別
特
定
健
診
で
は
、
歯

科
医
師
会
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
で
、

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
と
同
様
に
市

内
の
歯
科
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実

施
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

�

（
市
長
）

要
望  

令
和
２
年
度
は
県
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
特
定
健
診
の
集
団
健

診
会
場
で
希
望
者
に
歯
科
口
腔
健
診

を
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

是
非
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
再
開

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

熊本県健康福祉部健康局 健康づくり推進課 チラシより抜粋



一般質一般質 問

6うと市議会だより　第77号

 景観維持と減災，産業支援，網津地区インフラ整備 

秋の景観，稲穂の実るあびき棚田 県道58号バイパス延伸の起点
（あじさいの湯付近）

自
然
保
全
と
減
災
に
つ
い
て

問  

森
林
保
護
と
水
害
の
減
災
と
の
関

係
及
び
み
ど
り
の
ダ
ム
に
関
連
す
る
本

市
の
取
組
は
。

答  

森
林
に
は
、
山
地
災
害
の
防
止
、

洪
水
の
緩
和
な
ど
の
役
割
が
あ
る
。
本

市
で
は
、
国
県
の
補
助
金
等
を
活
用

し
森
林
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
や
緑
川
森
林
組
合
な

ど
で
構
成
す
る
宇
土
市
森
林
集
約
化

協
議
会
で
、
網
引
地
区
の
森
林
所
有

者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
を

基
に
緑
川
森
林
組
合
が
、
網
引
地
区

を
中
心
と
し
た
森
林
経
営
計
画
を
策

定
し
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 
（
経
済
部
長
）

森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

問  

山
地
か
ら
海
岸
ま
で
の
協
議
会
を

つ
く
り
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
環
境

省
の
事
業
で
あ
る
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組
内
容
と
活
用
状
況
は
。

答  

平
成
28
年
に
環
境
省
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
作
成
し
た
提
言
書
に

は
、
森
里
川
海
の
課
題
と
解
決
目
標

が
示
さ
れ
、
森
林
の
メ
タ
ボ
解
消
、

健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
８
つ
の
取
組

と
実
行
す
る
た
め
の
人
づ
く
り
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
自
治
体
や

企
業
等
が
行
う
取
組
ど
う
し
を
つ
な

ぎ
、
全
国
的
な
取
組
と
し
て
発
信
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

 

（
経
済
部
長
）

提
案  

森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
網
津
川
水
系
と
網
田
川
水
系
の

地
域
が
当
て
は
ま
る
。
こ
の
取
組
で
、

人
口
減
少
が
進
む
地
域
を
支
援
で
き

る
と
考
え
る
。

産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

問  

も
の
づ
く
り
産
業
を
本
市
に
根
付

か
せ
る
に
は
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
必

要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
産
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
は
何
か
、
ま
た
、
本
市
の
活

動
実
績
は
。

答  
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
事
業
に

伴
う
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
、
経
営

改
善
、
流
通
や
販
売
等
に
対
す
る
助

言
指
導
な
ど
幅
広
い
分
野
で
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
人
材
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
市
で
の
産
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

任
用
及
び
活
動
実
績
は
な
い
。

 

（
経
済
部
長
）

要
望  

ネ
ッ
ト
社
会
に
な
り
企
業
の

拠
点
は
大
都
市
で
あ
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
。
拠
点
に
本
市
が
選
ば
れ
る

よ
う
企
業
誘
致
と
企
業
間
の
出
会
い

の
場
づ
く
り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
役

割
と
思
う
の
で
検
討
を
。

高
規
格
道
路
と
南
部
農
免
道

路
、
県
道
バ
イ
パ
ス
の
工
事

時
期
に
つ
い
て
　

問  

網
津
校
区
内
で
は
、
様
々
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

高
規
格
道
路
の
（
仮
称
）
平
原
橋
建

設
と
南
部
農
免
道
路
延
伸
、
そ
れ
と

高
規
格
道
路
の
（
仮
称
）
割
井
川
橋

建
設
と
県
道
58
号
バ
イ
パ
ス
延
伸
の
工

事
期
間
は
ど
う
重
な
る
の
か
。

答  

各
工
事
の
事
業
主
体
で
あ
る
国
や

県
に
確
認
し
た
が
、
地
元
説
明
や
用

地
交
渉
、
ま
た
、
今
後
の
予
算
配
分

な
ど
の
未
確
定
要
素
が
多
く
、
い
ず

れ
も
工
事
時
期
は
未
定
と
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
も
現
時
点

で
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

 

（
建
設
部
長
）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

野
口

　修
一

　議
員



一般質一般質 問

7 令和 4 年 5 月 1 日

塩尻市で行われているスキルアップ研修

デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
女
性
の

就
労
支
援
に
つ
い
て

問  

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
の
推
進

に
つ
い
て
、
国
の
地
域
女
性
活
躍
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
、
女
性
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
就
労
に
つ
な
が
る
よ
う
な

支
援
が
で
き
な
い
か
。

答  

今
後
、
国
の
地
域
女
性
活
躍
推
進

交
付
金
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
様
々

な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
必
要
と
す
る
知

識
等
を
得
ら
れ
る
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
ス
キ
ル
向

上
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。
　
　

 

（
企
画
部
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申

請
等
の
手
続
き
支
援
に
つ
い
て

問  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て
。

答  

本
市
の
交
付
率
は
37
・
6
％
。
市

民
係
及
び
各
支
所
の
窓
口
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
写
真
の
無
料
撮
影

サ
ー
ビ
ス
や
申
請
者
の
手
続
き
支
援

を
実
施
し
て
お
り
、「
本
人
限
定
受
取

郵
便
」
で
、
自
宅
に
届
け
る
方
法
も

案
内
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
予
約
制

で
休
日
窓
口
を
毎
月
第
２
日
曜
日
に
、

時
間
外
窓
口
を
毎
月
第
２
火
曜
日
に

開
設
し
て
い
る
。
窓
口
が
混
雑
す
る
３

月
に
は
、
休
日
窓
口
を
第
２
・
第
４

日
曜
日
に
開
設
し
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
、
市
内

事
業
所
へ
の
「
出
張
申
請
受
付
」
を

実
施
し
て
い
る
。今
後
は
状
況
を
み
て
、

要
望
が
あ
れ
ば
地
区
公
民
館
等
へ
職

員
が
出
向
き
、
申
請
受
付
を
実
施
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
ど

う
し
て
も
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
や
自

身
で
申
請
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

個
別
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
範

囲
で
ケ
ー
ス
毎
に
対
応
し
て
い
く
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
様
々
な
受
付
体
制
を
整
備
し
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
、
申
請

手
続
き
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

 

（
市
民
環
境
部
長
）

問  

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
の
支

援
に
つ
い
て
。

答  
市
役
所
窓
口
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
受
取
時
に
、
手
続
き
を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
専
用
端
末
で
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

 

（
市
民
環
境
部
長
）

市
民
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
周
知・

啓
発
の
推
進
に
つ
い
て

問  

市
役
所
の
各
部
署
の
表
示
板
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
ゴ
ー
ル
（
分
野
別
目
標
）

を
明
記
し
て
は
ど
う
か
。

答  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け
て

市
全
体
と
し
て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
が

一
般
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
、
新
庁
舎

に
お
い
て
は
、
各
部
署
の
案
内
表
示
に

当
該
部
署
の
業
務
と
関
連
が
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
を
17
の
目
標
ア
イ
コ

ン
で
掲
示
す
る
な
ど
、
庁
舎
内
の
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。
　（
企
画
部
長
）

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
に
つ

い
て

問  

産
後
間
も
な
い
母
親
に
寄
り
添

い
、
家
事
や
育
児
を
支
援
す
る
訪
問

型
の
専
門
職
で
あ
る「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」

に
つ
い
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る
産
後

ケ
ア
事
業
と
し
て
拡
充
し
た
ら
ど
う

か
。

答  

他
自
治
体
の
実
績
や
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
通
知
な
ど
を
注
視
し
、
研

究
し
て
い
く
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

働きたい女性にスキルアップや就労につながる支援を

（
公
明
党
）

芥
川

　幸
子

　議
員



一般質一般質 問

8うと市議会だより　第77号

新
型
コ
ロ
ナ
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
防
止
策
に
つ
い
て

問  

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
者
が
急
拡

大
し
て
お
り
、
市
民
の
生
活
や
命
、

事
業
を
守
る
た
め
に
は
、
3
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
促
進
し
、
学
校
や
保

育
所
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
P
C
R

検
査
・
抗
原
検
査
を
積
極
的
に
行
い
、

陽
性
者
を
発
見
・
保
護
し
、
感
染
抑

制
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
市

内
に
P
C
R
の
無
料
検
査
所
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

今
年
2
月
か
ら
高
齢
者
施
設
な
ど

の
他
、
保
育
所
等
の
施
設
利
用
者
は
、

市
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
市
独

自
の
P
C
R
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
接
触

者
の
感
染
の
有
無
や
陽
性
者
を
早
期

に
発
見
し
、
感
染
拡
大
防
止
と
不
安

の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
無
料
検

査
所
の
市
内
へ
の
設
置
を
県
に
要
望
す

る
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

保
育
所
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
状
況
と
職
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て

問  

年
度
途
中
か
ら
保
育
所
の
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
待
機
児
童

の
入
所
対
策
と
、
定
員
を
超
え
て
い
る

学
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
職
員
の
処
遇
改
善

が
必
要
で
あ
る
が
、
国
・
市
の
方
針
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答  

こ
れ
ま
で
既
存
保
育
所
の
増
改

築
や
小
規
模
保
育
事
業
所
の
新
設
に

よ
り
定
員
増
を
図
っ
た
他
、
県
の
予

備
保
育
士
確
保
促
進
事
業
に
よ
り
保

育
の
受
け
皿
を
確
保
し
た
が
年
度
途

中
の
待
機
児
童
の
解
消
に
至
っ
て
い
な

い
。
こ
の
た
め
「
第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
中
間
見
直

し
に
よ
り
年
度
途
中
の
待
機
児
童
解

消
に
努
め
る
。
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
定
員

の
適
正
化
を
図
る
た
め
４
年
度
中
に

宇
土
小
学
童
ク
ラ
ブ
隣
に
施
設
増
設

を
計
画
し
て
い
る
。
職
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
年
2
月
か
ら
収
入

を
3
％
程
度
、
月
額
9
千
円
引
き
上

げ
る
措
置
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
た
め
、

本
市
で
も
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
に
向

け
て
取
り
組
む
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

小
中
学
校
に
お
け
る
新
聞
の

複
数
配
備
に
つ
い
て

問  

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
や
民
法
上

の
成
人
年
齢
が
22
年
4
月
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

社
会
の
問
題
に
感
心
を
持
ち
身
に
つ
け

る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
の
立
場
か
ら
、

文
科
省
は
小
中
学
校
に
複
数
の
新
聞

を
配
備
す
る
よ
う
財
政
措
置
を
と
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答  

小
中
学
校
で
の
新
聞
の
活
用
は
、

文
科
省
の
計
画
で
は
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
複
数
の
新
聞
を
配
備
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
複
数
の
新
聞
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
情
報
活
用
能
力
の

育
成
の
た
め
多
く
の
教
科
に
お
い
て
指

導
す
る
べ
き
内
容
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
現
時
点
で
全
校

が
地
方
紙
を
図
書
室
に
配
備
し
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
今
後
は
、
小

学
校
で
は
2
紙
以
上
、
中
学
校
で
は

3
紙
以
上
を
配
備
す
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。 

（
教
育
部
長
）

保育所待機児童の解消，学童クラブの増設と職員の処遇改善

（
共
産
党
）

福
田

　慧
一

　議
員

元気に遊ぶ園児たち



一般質一般質 問

9 令和 4 年 5 月 1 日

子どもへの接種を慎重に判断するために市は情報の開示を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

問  

第
6
波
に
お
け
る
本
市
の
見
解

は
。
ま
た
、
陽
性
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
有
無
に
つ
い
て
県
の
情
報
を
開

示
で
き
な
い
の
か
。

答  

３
回
目
の
迅
速
な
接
種
を
進

め
、
引
き
続
き
市
を
挙
げ
て
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
県
で
も
陽

性
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
は
把

握
し
て
い
な
い
。

�

（
市
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

問  
第
6
波
に
お
い
て
は
ワ
ク
チ
ン

を
3
回
接
種
し
て
も
し
な
く
て
も
同

様
に
感
染
し
て
い
る
よ
う
だ
。
3
回

目
接
種
の
意
義
は
。

答  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
異

し
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫

効
果
が
持
続
し
な
い
と
い
う
点
か
ら

も
３
回
の
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。（
以
下
、健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

国
は
都
合
の
良
い
資
料
し
か

積
極
開
示
し
な
い
。
本
市
独
自
で
調

べ
、市
民
の
安
心
の
た
め
に
努
力
を
。

問  

様
々
な
エ
ビ
デ
ン
ス
（
数
字
的

根
拠
）
か
ら
健
康
な
未
成
年
者
に
は

現
ワ
ク
チ
ン
は
必
要
な
い
。
に
も
関

わ
ら
ず
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
者

や
重
篤
な
副
反
応
者
は
増
え
続
け
て

い
る
。
私
に
は
未
成
年
者
、
特
に
5

歳
～
11
歳
に
接
種
が
必
要
と
は
全
く

思
え
な
い
が
、
接
種
理
由
と
周
知
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

答  

小
児
へ
の
接
種
は
子
ど
も
の
重

症
例
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
人
口
全
体
の
感
染
者
数
や
重

症
者
数
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
。
し
か
し
、
小
児
へ
の
接
種
は
そ

の
安
全
性
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
、

慎
重
に
接
種
の
判
断
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
き
め
細
か
く
情
報
を
提
供

し
て
い
く
。

要
望  

接
種
券
一
律
配
布
を
し
な

い
と
い
う
選
択
は
大
い
に
評
価
し
た

い
。
心
配
し
て
い
る
保
護
者
は
多
い

の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
エ
ビ
デ
ン

ス
の
も
と
正
し
い
情
報
を
望
む
。

問  
コ
ロ
ナ
感
染
後
遺
症
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
遺
症
者
が
増
え
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
市
民
に

寄
り
添
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
。

答  

現
段
階
で
は
標
準
化
さ
れ
た
診

療
や
ケ
ア
が
な
い
の
で
難
し
い
。
国

県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

要
望  

大
阪
府
泉
大
津
市
な
ど
で
独

自
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
が
あ

る
。
国
を
あ
て
に
せ
ず
先
進
地
に
学

び
独
自
の
体
制
づ
く
り
を
と
っ
て
欲

し
い
。

問  

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
が
散
見
さ
れ
る
。
防
災

行
政
無
線
な
ど
を
使
い
、
も
っ
と
強

力
的
に
未
接
種
者
に
配
慮
し
た
広
報

が
で
き
な
い
か
。

答  

工
夫
し
な
が
ら
啓
発
し
て
い

く
。

問  

P
C
R
陽
性
や
濃
厚
接
触
者
と

な
り
、
長
期
的
に
登
校
を
控
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
児
童
生
徒
が
増
え
、

授
業
の
遅
れ
や
登
校
し
づ
ら
い
雰
囲

気
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
、
一
人

ひ
と
り
に
配
慮
し
た
体
制
が
取
れ
な

い
か
。

答  

家
庭
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
環
境

が
違
う
の
で
平
等
に
体
制
が
取
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、

W
i-

F
i
環
境
や
通
信
費
の
一
部

を
補
助
す
る
な
ど
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。（
教
育
長
）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

今
中

　真
之
助

　議
員

　健康な子どもへの接種に合理性を見いだせない３つの理由
1. エビデンスや大義がない。
・「オミクロン株については5歳〜11歳の直接的なデータは存在しない」という後藤厚労大臣発言。
・子どもが感染しても無症状か軽症なのでワクチンを接種する必要性がない。
2. ワクチンの中長期の安全性が担保されていない。
・開発から1年のワクチンに発達段階の子どもへ接種する危険とリスクが大きい。
・12歳〜19歳でワクチン接種後398名が重篤化し、5名が亡くなっている。（R4年2月18日厚生科学審
議会資料より）

3. 効果が限定的でリスクが非常に大きい。
・アメリカでは子どもへの接種は1ヶ月後には逆に感染しやすくなる検証結果が出た。
・感染予防効果は2週間後には半分以下へ。2ケ月後にはワクチン接種していないに等しい。

QRコード※不安な方は「こどもコロナプラットフォーム」を検索！



一般質一般質 問

10うと市議会だより　第77号

営農用燃油　価格推移表　（ＪＡ熊本うきの1ℓ当たり単価）

農
・
漁
業
者
向
け
の
支
援
に

つ
い
て

問  

農
林
水
産
省
が
実
施
し
て
い
る
燃

油
価
格
高
騰
対
策
と
本
市
の
支
援
は
。

答  

燃
油
価
格
の
高
騰
に
対
し
て
、
農

林
水
産
省
は
、
施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
3
次
公
募
の
実
施

に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
、
計
画
的
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
む

施
設
園
芸
産
地
を
対
象
に
、
燃
油
価

格
の
高
騰
時
に
補
填
金
を
支
払
う
制

度
で
、
燃
油
価
格
が
一
定
の
基
準
を
上

回
っ
た
場
合
に
国
と
農
業
者
が
1
対

1
の
負
担
割
合
で
あ
ら
か
じ
め
積
み

立
て
た
資
金
か
ら
農
業
者
に
補
填
金

を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
73

名
の
市
内
農
業
者
が
申
請
を
さ
れ
て
い

る
。

　
漁
業
者
に
対
し
て
も
、
一
般
社
団

法
人
漁
業
経
営
安
定
化
推
進
協
会
が
、

漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築

事
業
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
、
燃
油
価
格
の
高
騰
に
備

え
て
、
国
と
漁
業
者
が
1
対
1
の
負

担
割
合
で
資
金
を
積
み
立
て
、
原
油

価
格
が
一
定
の
水
準
を
上
回
っ
た
場
合

に
、
積
立
金
か
ら
漁
業
者
に
補
填
金

を
交
付
し
、
漁
業
経
営
の
安
定
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
住
吉
漁
協
で

44
名
、
網
田
漁
協
で
39
名
の
漁
業
者

が
申
請
を
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
済
産
業
省
は
、
石
油
元

売
り
会
社
等
に
補
助
金
を
出
し
、
販

売
価
格
を
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ガ
ソ
リ
ン
補
助
金
制
度
の
発
動
を

行
っ
て
い
る
。
補
助
額
は
1
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
最
大
5
円
で
、
重
油
に
も
適

用
さ
れ
る
た
め
、
販
売
価
格
の
下
降

が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
、
市
独
自
で
の
助
成
金
な
ど
を
支

給
す
る
こ
と
は
考
え
て
な
い
が
、
今
後

の
燃
油
価
格
高
騰
の
推
移
や
国
、
県
、

近
隣
市
町
の
動
向
に
注
視
し
、
支
援

策
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。�

（
経
済
部
長
）

問  

県
で
は
農
業
者
の
経
営
安
定
の
た

め
、
収
入
保
険
の
保
険
料
の
支
援
を

行
い
、
加
入
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
収

入
保
険
制
度
に
対
し
て
の
本
市
の
見

解
は
。

答  

農
業
共
済
組
合
が
行
う
収
入
保

険
制
度
は
、
全
て
の
農
産
物
を
対
象

に
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や

価
格
低
下
を
は
じ
め
、
盗
難
や
運
搬

中
の
事
故
、
病
気
で
収
穫
不
能
等
、

農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ

な
い
様
々
な
リ
ス
ク
に
よ
る
減
少
を

補
償
す
る
制
度
で
あ
る
。
保
険
期
間

の
農
産
物
の
販
売
収
入
が
、
基
準
収

入
の
９
割
を
下
回
っ
た
時
に
、
下
回
っ

た
額
の
９
割
を
上
限
に
補
填
す
る
も
の

で
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

で
あ
れ
ば
加
入
で
き
る
。
現
在
、
野

菜
や
果
樹
等
の
農
業
者
43
名
が
加
入

を
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
収
入
保
険

制
度
は
、
農
業
者
が
安
心
し
て
農
業

経
営
を
行
え
る
有
効
な
政
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
制
度
の
内
容
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
加
入
促
進
に
努

め
た
い
。�

 （
経
済
部
長
）

要
望  

燃
油
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
経

営
状
況
と
な
る
農
業
者
、
漁
業
者
に

対
し
て
、
是
非
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

農・漁業者向けの支援について

（
六
政
会
）

宮
原

　雄
一

　議
員
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一般質一般質 問報告委員会

11 令和 4 年 5 月 1 日

《
議
案
関
連
》

令
和
３
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
14
号
）

問
　
ふ
る
さ
と
宇
土
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、

実
績
見
込
み
に
よ
り
3,
0
0
0
万
円
減
額
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ア
サ
リ
の
産
地
偽
装
問
題

の
影
響
は
あ
る
か
。

答
　
減
額
の
理
由
は
、
寄
附
が
最
も
多
い
12
月

を
過
ぎ
、
昨
年
度
の
寄
附
額
に
及
ば
な
い
状
況

が
見
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
産
地
偽
装
問
題

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
お
、
令
和
3
年

度
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
ア
サ
リ
関
連
の
返

礼
品
を
希
望
さ
れ
た
件
数
は
17
件
で
あ
る
。

令
和
4
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
予
算

問
　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
税
の
証
明
書
の
交
付
に
つ

い
て
、近
年
の
交
付
件
数
は
何
件
か
。ま
た
、年

間
交
付
件
数
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
件
数

の
占
め
る
割
合
は
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
昨
年
度
の
交
付
件
数
が

1
6
6
件
。今
年
度
は
、10
月
末
現
在
で
1
7
9

件
交
付
し
て
お
り
、昨
年
度
の
件
数
を
既
に
上

回
っ
て
い
る
。ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
割
合

に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度
が
0.
8
％
、令
和

2
年
度
が
2.
33
％
、令
和
3
年
度
が
10
月
末
現

在
で
3.
92
％
と
な
っ
て
お
り
、年
々
交
付
割
合

は
増
加
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
宇
土
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

問
　
令
和
4
年
10
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
に
2
割
の
窓
口
負

担
が
導
入
さ
れ
る
が
、宇
土
市
で
の
対
象
者
数

の
見
込
み
は
。ま
た
、現
在
3
割
負
担
に
な
ら
れ

て
い
る
方
の
人
数
は
。

答
　
令
和
3
年
11
月
時
点
で
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
被
保
険
者
が
5,
9
0
6
人
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
、2
割
負
担
と
な
ら
れ
る
見
込
み
の

方
は
、
8
1
1
人
で
あ
る
。ま
た
、3
割
負
担
と

な
っ
て
い
る
方
は
、1
8
7
人
で
あ
る
。

《
議
案
以
外
》

宇
土
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス

（
委
員
か
ら
意
見
）今
後
利
用
客
の
増
加
の
た
め

に
は
、利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
に
も
浸
透
を

は
か
る
必
要
が
あ
り
、名
称
は
重
要
で
あ
る
。特

に
高
齢
者
の
方
に『
デ
マ
ン
ド
バ
ス
』と
い
う
名

称
が
な
じ
み
に
く
い
た
め
、呼
び
や
す
く
親
し

み
や
す
い
名
称
を
市
民
に
公
募
し
て
は
。

《
議
案
関
連
》

令
和
4
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
予
算

問
　
市
内
の
空
家
を
調
査
し
た
結
果
、空
家
は
何
件

あっ
た
の
か
。ま
た
、そ
の
中
で
危
険
と
判
断
さ
れ
た

空
家
は
何
件
あっ
た
の
か
。

答
　
実
態
調
査
の
結
果
、市
内
に
空
家
は
6
5
2
件

確
認
さ
れ
、危
険
度
に
応
じ
て
4
つ
の
ラ
ン
ク
分
け
を

行
っ
た
。そ
の
中
で
、崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
な
ど
居

住
に
適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
最
も
危
険
度
の
高
い

D
ラ
ン
ク
の
空
家
は
32
件
あっ
た
。

問
　
D
ラ
ン
ク
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、市
か
ら
空
家

解
体
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

答
　
令
和
4
年
度
か
ら
、老
朽
危
険
空
家
等
除
却
促

進
事
業
補
助
金
と
し
て
、老
朽
化
や
危
険
度
な
ど
の

条
件
を
満
た
し
た
空
家
の
所
有
者
に
対
し
、負
担
さ

れ
た
解
体
費
用
の
3
分
の
2
以
内
、90
万
円
を
上
限

に
補
助
す
る
制
度
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
住
吉
地
区
土
砂
処
分
場
の
整
備
に
つ
い
て
、長

部
田
港
の
東
側
の
土
砂
処
分
場
の
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
は
、将
来
的
に
埋
め
立
て
を
行
う
の
か
。

答
　
漁
港
か
ら
浚
渫
さ
れ
た
土
砂
が
満
杯
に
な
れ

ば
、そ
の
後
、埋
め
立
て
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

埋
立
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、漁
業
に
関
す
る
資
材

置
き
場
や
海
苔
の
共
同
乾
燥
施
設
と
し
て
の
利
用
な

ど
、地
元
漁
協
と
協
議
を
し
な
が
ら
今
後
、検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
地
元
の
漁
業
者
への
説
明
は
行
って
い
る
の
か
。

答
　
地
元
の
漁
協
へ
説
明
し
、了
解
を
得
て
い
る
。今

後
は
、地
区
住
民
や
地
元
振
興
会
に
対
し
て
説
明
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）埋
立
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、早
期

に
計
画
を
立
て
、ス
ム
ー
ズ
に
利
用
が
開
始
で
き
る
よ

う
協
議
を
進
め
て
いって
ほ
し
い
。

《
議
案
以
外
》

ア
サ
リ
の
出
荷
停
止
措
置
の
影
響
に
つ
い
て

問
　
ア
サ
リ
の
出
荷
停
止
措
置
を
受
け
て
、収
入
が
無

く
なった
漁
業
者
に
対
す
る
、収
入
補
償
は
な
い
の
か
。

答
　
漁
協
に
対
す
る
支
援
事
業
等
は
あ
る
が
、漁
業

者
へ
直
接
、収
入
を
補
償
す
る
制
度
は
な
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）ア
サ
リ
問
題
の
影
響
で
ハマ
グ
リ
に

も
風
評
被
害
が
出
て
お
り
、販
売
業
者
か
ら
の
返
品

も
あって
い
る
。今
後
、ハマ
グ
リ
ま
で
販
売
で
き
な
く

な
れ
ば
漁
業
者
が
無
収
入
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、

深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）こ
う
いっ
た
状
況
を
見
直
す
きっ
か

け
作
り
が
必
要
で
あ
る
。ま
ず
は
、地
元
で
と
れ
た
ハマ

グ
リ
を
市
民
に
購
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
大
々
的

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

地
籍
調
査
誤
り
修
正
の
進
捗
及
び
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
報
告

　
今
年
度
に
再
調
査
を
実
施
し
て
い
る『
平
成
21
年

度
調
査
区
域
の
2
字
』及
び『
平
成
25
年
度
調
査
区

域
の
11
字
』に
つ
い
て
は
、1
月
末
ま
で
に
現
地
立
会

い
と
測
量
を
終
了
し
て
お
り
、現
在
は
、測
量
工
程
の

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
検
査
後
は
、来
年
度
の
閲
覧
準
備
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、来
年
度
の
閲
覧・登
記
を
もって
、網
田

地
区
地
籍
調
査
の
誤
り
修
正
作
業
は
全
て
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、今
年
度
、閲
覧
を
実
施
し
た『
令
和
2
年
度

再
調
査
分
』の
地
籍
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、今
年
１

月
に
国
県
の
認
証
承
認
を
得
て
お
り
、最
終
的
な
登

記
を
行
う
た
め
、法
務
局
へ
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

園田茂委員長

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部

行
政
委
員
会
な
ど
を
所
管

西田和徳委員長

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管
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《
議
案
関
連
》

令
和
4
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
予
算

問
　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
障
害
児
施
設

給
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
年
々
サ
ー
ビ
ス
費
が

膨
ら
ん
で
き
て
い
る
。
こ
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
ど

う
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
障
が
い
者
と
障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
費
の
増

加
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
業
所
が
増
え
、

そ
れ
に
伴
い
利
用
す
る
方
が
増
え
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、発
達
障
害
への
理
解
が
進
み
、診
断
を
受
け
、

相
談
を
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
要
因
の

一つ
と
考
え
ら
れ
る
。
国
で
は
、
事
業
所
が
増
え
、

内
容
が
伴
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
単

に
習
い
事
の
よ
う
な
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す

る
な
ど
是
正
す
る
動
き
が
あ
る
。
本
市
を
含
む

宇
城
圏
域
の
二
市
一
町
で
は
、
事
業
所
と
の
話

し
合
い
を
重
ね
、
適
切
な
給
付
に
関
し
て
統一し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
今
年
度
策
定
し
た
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
来
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
委
員
か
ら
意
見
）本
当
に
求
め
る
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
療
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
対
し
て
厳
し
い
評
価
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

問
　
ジ
ュニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
応
援
補
助
金
の
対
象
人

数
と
補
助
額
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
財
源
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
今
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
加
え
、
新

た
に
地
域
環
境
整
備
基
金
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
に
お
け
る
電

子
黒
板
購
入
に
つ
い
て
。

答
　
令
和
4
年
度
と
5
年
度
の
2
か
年
で
全
て

の
小
中
学
校
に
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。
来
年

度
は
中
学
校
分
と
し
て
約
80
台
を
予
定
し
て
い

る
。

問
　
国
が
求
め
て
い
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
し

て
、
ど
の
程
度
、
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
国
が
基
本
と
考
え
て
い
る
1
人
1
台
端
末

は
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
に
付
随
す
る
教
員
の
1

人
1
台
端
末
整
備
や
学
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
整
備
も
完
了
し
て
い
る
。
最
終
的
な
整
備

と
し
て
電
子
黒
板
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
持
ち
帰
り
学
習
は
で
き
て

い
る
の
か
。

答
　
全
て
の
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き
る

状
態
で
は
な
い
が
、
学
校
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

も
の
を
オ
フ
ラ
イ
ン
で
家
庭
学
習
を
行
う
な
ど
、

ま
ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
く
。

令
和
4
年
度
宇
土
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

問
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
約
6
億
3,
7
0
0
万

円
で
あ
り
、年
々
増
加
し
て
い
る
が
、ピ
ー
ク
は
いつ

に
な
る
の
か
。ま
た
、ど
の
く
ら
い
増
え
る
の
か
。

答
　
団
塊
ジュニア
世
代
が
65
歳
に
な
る
2
0
4
0

年
が
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
な
る
。ま
た
、給
付
費
が

10
億
円
増
え
た
と
仮
定
す
る
と
、一般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
1
億
2,
5
0
0
万
円
ほ
ど
増
え
る

こ
と
に
な
る
。

野口修一委員長

《
執
行
部
か
ら
の
説
明
》

　
熊
本
宇
土
道
路
、
宇
土
道
路
に
お
け
る
用
地

進
捗
率
、
事
業
進
捗
率
に
つ
い
て
は
、
前
回
の

報
告
か
ら
変
更
は
あ
って
い
な
い
。

宇
土
道
路

　
令
和
3
年
度
予
算
は
、
当
初
予
算
額
21
億

8,
8
0
0
万
円
に
対
し
9
億
6,
0
0
0
万

円
を
増
額
す
る
補
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
工
事
で
は
、
新
た
に
「
熊
本
57
号
平
原
地
区

2
号
工
事
用
道
路
外
工
事
」、「
熊
本
57
号
城

塚
地
区
改
良
13
期
、
14
期
工
事
」、「
熊
本
57

号 

上
網
田
地
区
改
良
7
期
、8
期
、9
期
工
事
」

の
6
件
で
入
札
に
伴
う
公
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、「
熊
本
57
号
網
津
地
区
5
号
工
事

用
道
路
3
期
工
事
」、「
熊
本
57
号
城
塚
地
区

改
良
12
期
工
事
」
の
2
件
で
契
約
締
結
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
用
地
補
償
関
係
で
は
、「
令
和
3
年
度
国
道

57
号
宇
土
道
路
用
地
関
係
資
料
作
成
業
務
」
で

契
約
期
間
の
延
長
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
令
和
3

年
度
国
道
57
号
宇
土
道
路
長
浜
地
区
外
補
償

説
明
業
務
」
で
契
約
締
結
が
な
さ
れ
て
い
る
。

宇
土
三
角
道
路

　
令
和
3
年
度
予
算
は
、
当
初
予
算
額
1
億
円

に
対
し
5,
0
0
0
万
円
を
増
額
す
る
補
正
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
調
査
設
計
で
は
、
新
た
に
「
令
和
3
年
度
熊

本
天
草
幹
線
道
路
（
そ
の
3
、
そ
の
4
、
そ
の

5
）
測
量
業
務
」
の
3
件
で
契
約
締
結
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、「
令
和
3
年
度
熊
本
天

草
幹
線
道
路
地
質
調
査
（
そ
の
1
、
そ
の
2
）

業
務
」
の
2
件
で
入
札
に
伴
う
公
告
が
行
わ
れ

て
い
る
。

《
主
な
質
疑
》

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
前
の
鶴
塚
踏
切
に
つ
い
て
、

笹
原
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
い
、毎
日
多
く
の
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
し
て
い
る
が
、踏
切
の
幅
が

狭
く
非
常
に
危
険
で
あ
る
。踏
切
を
も
う
少
し
拡

幅
で
き
な
い
の
か
。

答
　
国
土
交
通
省
か
ら
、踏
切
を
拡
幅
す
る
に

は
、J
R
や
警
察
等
と
の
様
々
な
協
議
を
終
え
て

か
ら
工
事
を
行
う
た
め
、少
な
く
て
も
3
年
の
期

間
が
必
要
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。来
年
に
は
、笹

原
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
先
の
糖
塚
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
出
る
土
砂

は
、笹
原
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
運
搬
さ
れ
る
計
画

で
あ
る
た
め
、鶴
塚
踏
切
は
通
ら
な
く
な
る
と
聞

い
て
い
る
。そ
の
た
め
、期
間
的
な
問
題
か
ら
も
難

し
い
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
前
は
事
故
多
発
地
帯
で
あ

り
、踏
切
も
狭
く
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
通
る
よ
う

な
道
で
は
な
い
と
思
う
。

答
　
多
く
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
す
る
こ

と
で
、渋
滞
等
の
様
々
な
問
題
も
出
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
。状
況
を
見
な
が
ら
、そ
の
都
度
、対
策

を
講
じ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）多
く
の
市
民
か
ら
踏
切
の
拡

幅
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
是
非
、国

土
交
通
省
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

問
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
出
る
土
砂
を
網
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
盛
土
と
し
て
利
用
で
き

な
い
か
。

答
　
今
後
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
必
要
な
土

砂
の
量
な
ど
詳
細
を
確
認
し
、国
土
交
通
省
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

宮原雄一委員長

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
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令和４年３月宇土市議会定例会議決結果一覧

全員賛成の議案等
提出者 番　号 件　　名 議決結果

市長 第１号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第１号　令和３年度宇土市一般会計補正予算（第１２号）について 承　認

市長 第３号 宇土市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第４号 宇土市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第５号 宇土市庁舎建設等基金条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第７号 宇土市総合計画策定審議会設置条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第８号 宇土市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第９号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について 〃
市長 第１０号 財産の取得について 〃
市長 第１１号 宇土市道路線の認定について 〃
市長 第１２号 宇土市道路線の変更について 〃
市長 第１３号 辺地総合整備計画の変更について 〃
市長 第１４号 令和３年度宇土市一般会計補正予算（第１４号）について 〃
市長 第１５号 令和３年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 〃
市長 第１６号 令和３年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 〃
市長 第１７号 令和３年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計補正予算（第２号）について 〃
市長 第１８号 令和３年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 〃
市長 第１９号 令和３年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計補正予算（第１号）について 〃
市長 第２０号 令和３年度宇土市水道事業会計補正予算（第４号）について 〃
市長 第２１号 令和３年度宇土市公共下水道事業会計補正予算（第２号）について 〃
市長 第２４号 令和４年度宇土市北段原土地区画整理事業特別会計予算について 〃
市長 第２６号 令和４年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計予算について 〃
市長 第２８号 令和４年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計予算について 〃
市長 第２９号 令和４年度宇土市水道事業会計予算について 〃
市長 第３０号 令和４年度宇土市公共下水道事業会計予算について 〃
市長 第３１号 宇土市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第３２号 宇土市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第３３号 宇土市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 〃
市長 第３５号 宇土市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 〃

賛否のわかれた議案等

提
出
者

会　派　名
議　員　名

件　　名

議
決
結
果

表決数
賛成－反対

宇土、みらい うと
しせい会 六政会 宇土市政研

「志」
嶋
本
　
圭
人

樫
﨑
　
政
治

村
田
　
宣
雄

柴
田
　
正
樹

平
江
　
光
輝

小
崎
　
憲 

一

宮
原
　
雄 

一

山
村
　
保
夫

今
中 

真
之
助

西
田
　
和
徳

野
口
　
修 

一

中
口
　
俊
宏

佐
美
三
　
洋

園
田
　
　
茂

藤
井
　
慶
峰

芥
川
　
幸
子

杉
本
　
信 

一

福
田
　
慧 

一

市
長 第2号

専決処分の報告及び承認を求め
ることについて
専決第２号　令和３年度宇土市
一般会計補正予算（第１３号）に
ついて

承
認 １５－２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ○ ○ ● ○ ○ ○

市
長第22号 令和４年度宇土市一般会計予算

について
可
決 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第23号 令和４年度宇土市国民健康保険特

別会計予算について
可
決 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第25号 令和４年度宇土市介護保険特別

会計予算について
可
決 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第27号 令和４年度宇土市後期高齢者医療

特別会計予算について
可
決 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

市
長第34号

宇土市一般職の職員の給与に関
する条例の一部を改正する条例に
ついて

可
決 １６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ●

※○＝賛成又は採択，●＝反対又は不採択，欠＝欠席，退＝退席，除＝除斥※議長職の中口俊宏議員は，可否同数の場合のみ裁決するため，「－」と表示しています。
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編 集 後 記
　ロシア軍によるウクライナ侵攻が世界に衝撃
を与えています。市議会では，令和４年３月２４日
に開催されました第１回臨時会において「ロシア
によるウクライナ侵攻に関し平和的解決をはじ
め邦人の安全確保と我が国への影響対策を求
める意見書」を可決し，意見書を国へ提出しまし
た。今後，状況がどのように推移していくか予断
を許さない状況ですが，一日も早く戦争が終結
し，争いのない平和な日々 を取り戻すことができ
ることを願っております。
編集委員
　委員長／樫﨑政治　副委員長／野口修一
　委　員／園田　茂　　委　員／西田和徳

　６月定例会の日程は，市議会ホームページを御覧になるか，議会
事務局までお問い合わせください。　（5月上旬に決定予定）
　広報うと６月号にも掲載予定です。

令和4年６月　定例会会期日程

　市議会のホームページで，本会議（定例会・臨時会）の会議録を
公開しています。
　[アドレス] https://www.city.uto.lg.jp/
　本会議の会議録（冊子）は，市情報公開コーナー（仮
設庁舎１階ロビー），市立図書館で閲覧できます。
　なお，令和4年3月定例会の会議録は，令和4年6月定例会以降
に閲覧可能です。
[お問い合せ] 市議会事務局　0964-22-1111　内線234

市議会からのお知らせ

提出者 番　号 件　　名 議決結果
市長 第３６号 令和３年度宇土市一般会計補正予算（第１５号）について 可　決
議員 発議第１号 宇土市議会委員会条例の一部を改正する条例について 〃
議員 発議第２号 宇土市議会会議規則について 〃

報告
報告番号 件　　名
第１号 令和２年度宇土市財政の健全化判断比率（確定値）について

請願・陳情
受理番号 件　名 議決結果

令和４年　請願第１号 新型コロナウイルス感染者が安心して自宅療養出来ることを求める請願書 採択

令和４年第１回宇土市議会臨時会議決結果一覧

市議会の傍聴のご案内
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため，３月定例会では一般傍聴の自粛をお願いしました。
　今後の市議会の傍聴につきましては，市議会ホームページを御覧になるか，議会事務局までお問い合
わせください。

賛否のわかれた議案等

提
出
者

会　派　名
議　員　名

件　　名

議
決
結
果

表決数
賛成－反

対

宇土、みら
い

うと
しせい

会
六政会 宇土市政研

「志」

嶋
本
　
圭
人

樫
﨑
　
政
治

村
田
　
宣
雄

柴
田
　
正
樹

平
江
　
光
輝

小
崎
　
憲 

一

宮
原
　
雄 

一

山
村
　
保
夫

今
中 

真
之
助

西
田
　
和
徳

野
口
　
修 

一

中
口
　
俊
宏

佐
美
三
　
洋

園
田
　
　
茂

藤
井
　
慶
峰

芥
川
　
幸
子

杉
本
　
信 

一

福
田
　
慧 

一

市
長第37号

専決処分の報告及び承認を求
めることについて
専決第３号　令和３年度宇土市
一般会計補正予算（第１６号）に
ついて

承
認 １5－0 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議
員

発議
第３号

ロシアによるウクライナ侵攻に関
し平和的解決をはじめ邦人の安
全確保と我が国への影響対策を
求める意見書

可
決 １4－0 ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ 退 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 〇

※○＝賛成又は採択，●＝反対又は不採択，欠＝欠席，退＝退席，除＝除斥※議長職の中口俊宏議員は，可否同数の場合のみ裁決するため，「－」と表示しています。


